
Untltl∝】（不変）162×130cm

1959年東京都に生まれる。愛知県立芸術大学卒業。

いなざわ公募展（荻須記念美術館）優秀賞。新親

展・独立展出品。個展開催（葉菜、銀座）。
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S
u
里
的
a
を

媒
材
を
混
入
目
し
捕
り
し
た
「
不
変
」
は
、
色
彩
や
形
態

に
包
摂
す
る
思
想
を
親
る
者
の
想
促
に
委
ね
る
。
世
界
の

何
処
か
の
大
都
市
で
の
雨
の
一
花
で
あ
ろ
う
か
？
銀
座
、

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
、
そ
れ
と
も
キ
ン
グ
ス
ク
ロ
ス
な
の

か
？
赤
い
ネ
オ
ン
は
関
で
滑
る
道
路
上
に
閃
光
し
た
劫
烈

な
十
字
架
の
よ
う
で
、
道
路
で
は
畏
尖
・
孤
独
　
危
険
を

北
日
に
し
、
若
者
・
大
人
辻
が
放
浪
す
る
。
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
フ
■
′
1
ス
ト
フ
ー
ド
店
・
パ
ー
・
ス

ト
リ
ノ
ブ
肌
用
∵
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
蛭
狭
．
と
し
た

光
が
片
側
か
ら
放
た
れ
、
、
退
路
を
さ
ま
よ
う
人
形
の
よ
う

な
㍑
な
妻
。
こ
の
大
都
市
の
あ
る
弦
は
夜
の
魂
で
あ
り
、

天
何
と
地
は
、
冊
廿
と
現
某
、
避
雉
と
危
険
の
」
父
差
点
で
あ

る
。
生
者
と
死
者
の
不
変
の
場
所
で
あ
る
。
は
世
の
光
を

放
つ
十
字
架
は
作
H
m
の
上
方
と
背
後
で
　
「
私
の
所
へ
お
い

で
な
さ
い
。
あ
な
た
の
心
配
を
取
り
払
い
、
＝
市
難
を
忘
れ

さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
囁
い
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
は

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
デ
ィ
ー
二
7
－
の
‘
ぺ
　
そ
れ
と

も
揉
世
の
た
め
送
ら
れ
た
天
使
の
車
〃
で
あ
ろ
う
か
？
こ
の

ハ
ハ
ズ
を
知
る
者
は
誰
も
い
な
い
。

（
ケ
イ
ト
・
コ
リ
ン
ズ
）

私
の
衣
現
に
は
、
ハ
プ
ル
期
崩
壊
か
ら
深
刻
な
不
況
下

に
あ
る
現
在
に
わ
た
り
、
変
容
し
て
き
た
生
活
概
念
と

“
病
み
”
の
家
膜
の
構
図
が
持
つ
社
会
関
頭
に
対
し
て
、

人
間
性
の
欠
如
し
た
人
橋
形
成
を
容
親
に
す
る
紺
神
的
生

態
系
の
存
在
と
い
う
側
面
か
ら
の
歌
＝
錯
が
な
回
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
作
家
九
両
）


